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大城　吉徳（56）
公明党：7 回

仲田　政美（63）
公明党：5 回

第20期豊見城市議会議員
　平成 31年 2月 10 日に行われました豊見城市議会議員選挙で当選された議員を
紹介いたします。
　議員定数 22名。任期は、平成 31年 2月 23日から平成 35年 2月 22日。

番号は議席番号

氏名（年齢）

所属会派：当選回数

瀬長　恒雄（59）
日本共産党：新

真栄里　保（62）
日本共産党：新

伊敷　光寿（30）
真新会：新

宜保　龍平（27）
無所属：新

新垣　繁人（41）
無所属：2 回

楚南　留美（47）
無所属：2 回

要　正悟（44）
真新会：新

波平　邦孝（31）
真新会：新

儀間　盛昭（62）
日本共産党：11 回

川満　玄治（43）
保和会：新

瀬長　宏（63）
日本共産党：9 回

大田　善裕（38）
無所属：2 回

徳元　次人（37）
保和会：3 回

宜保　安孝（41）
保和会：3 回

大田　正樹（48）
保和会：3 回

比嘉　彰（70）
保和会：2 回

赤嶺　吉信（56）
保和会：3 回

外間　剛（54）
保和会：3 回

新垣 亜矢子（51）
保和会：3 回

15

16 17 18

13 14

2019

21 22

新垣　龍治（41）
日本共産党：新

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12
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常任委員会
　地方公共団体の事務に関する調査又は議案、請願・陳情等の審査を行わせるため、条例で定め、
常設する委員会です。なお、任期は条例で４年と規定されています。

一部事務組合等議会議員

南部広域行政組合議会議員（２名） 新垣 繁人　　瀬長 宏

南部広域市町村圏事務組合議会議員（２名） 真栄里 保　　楚南 留美

沖縄県介護保険広域連合議会議員（１名） 宜保 安孝

沖縄県後期高齢者医療広域連合議会議員（１名） 瀬長 恒雄

議会選出各種委員等

豊見城市都市計画
審議会委員（４名）

外間　 剛　　 瀬長 恒雄
赤嶺 吉信　　 要 　正悟

豊見城市民生委員推薦会委員（１名） 伊敷 光寿

沖縄県町村土地開発公社
豊見城支社監事（２名）

波平 邦孝
川満 玄治

総務財政常任委員会（７名）
　総務企画部、消防本部及び消防署、会計課、選挙管理委員会、監査委員、他の委員会に属さない事項の審査を行います。　

委員長 副委員長 委　　　　員

大田　正樹 新垣　亜矢子
徳元　次人
真栄里　保

仲田　政美
波平　邦孝

瀬長　　宏

教育民政常任委員会（７名）
　市民部、福祉健康部、教育委員会に関する事項の審査を行います。　

委員長 副委員長 委　　　　員

比嘉　　彰 楚南　留美
外間　　剛
新垣　龍治

川満　玄治
伊敷　光寿

儀間　盛昭

経済建設常任委員会（７名）
　都市計画部、経済建設部、上下水道部、農業委員会に関する事項の審査を行います。　

委員長 副委員長 委　　　　員

赤嶺　吉信 宜保　安孝
瀬長　恒雄
大田　善裕

要　　正悟
宜保　龍平

新垣　繁人

議会運営委員会（８名）
円滑な議会の運営を期すため、議会運営について協議し、意見調整を図る場として設置される委員会です。　

委員長 副委員長 委　　　　員

徳元　次人 仲田　政美
瀬長　　宏
大田　正樹

外間　　剛
比嘉　　彰

要　　正悟
赤嶺　吉信

議会だより調査特別委員会（６名）
　議会の活動状況を周知し、市民の議会に対する理解を深めるため議会だよりを発行します。（原則年４回）　

委員長 副委員長 委　　　　員

新垣　亜矢子 川満　玄治
仲田　政美
宜保　龍平

伊敷　光寿 新垣　龍治
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11月 臨時会、12月 定例会、1月 臨時会の審議結果

歳入 歳出

市税
62億3,589万円
市税

62億3,589万円

地方交付税
36億3,302万円
地方交付税
36億3,302万円

国庫支出金
60億7,456万円
国庫支出金
60億7,456万円

県支出金
34億5,972万円
県支出金

34億5,972万円

市債
38億1,221万円
市債

38億1,221万円

その他
33億5,683万円
その他

33億5,683万円
繰入金

8億5,962万円
繰入金

8億5,962万円
総務費

32億1,797万円
総務費

32億1,797万円

民生費
113億3,056万円
民生費

113億3,056万円

衛生費
13億2,548万円
衛生費

13億2,548万円

土木費
19億9,561万円
土木費

19億9,561万円

消防費
11億4,890万円
消防費

11億4,890万円

教育費
50億6,808万円
教育費

50億6,808万円

公債費
19億3,715万円
公債費

19億3,715万円

その他
1万円
その他
1万円

議会費
2億3,411万円
議会費

2億3,411万円

労働費
1,125万円
労働費
1,125万円

農林水産業費
4億3,686万円
農林水産業費
4億3,686万円

商工費
1億7,316万円
商工費

1億7,316万円

会計項目 平成 29 年度 平成 28 年度 増減率

　　 

一般会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

下水道事業特別会計

育英会特別会計

農業集落排水事業特別会計

土地区画整理事業特別会計

274億3,185万円
268億7,913万円

81億4,651万円
88億5,242万円

4億1,287万円
4億1,235万円

10億6,856万円
10億5,604万円

1,473万円
1,470万円
5,004万円
3,544万円

237万円
237万円

267億2,144万円
262億3,549万円

80億9,662万円
86億7,386万円

3億8,228万円
3億8,116万円

12億2,360万円
11億1,053万円

1,240万円
1,238万円
3,360万円
2,798万円
6,982万円
6,744万円

1.03
1.02
1.01
1.02
1.08
1.08
0.87
0.95
1.19
1.19
1.49
1.27
0.03
0.04

歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出

認　　定
認定第1号
平成２９年度豊見城市一般会計歳入歳出決算

　平成 30 年 11月臨時会は 11月28日（水）の１日間の会期で開催、平成 30
年 12月定例会は 12月４日（火）～12月19日（水）までの16日間の会期で開催、
平成 31年１月臨時会は 1月25日（金）の１日間の会期で開催されました。議
案等を審議し、議決しましたので、その一部を紹介します。他の議案等の審
議結果については、豊見城市議会ホームページよりご覧ください。

12月定例会

●予算案　　　 　    ８件
●条例案　　　 　    ７件
●その他議案         11 件
●報告　　　　 　    ２件
●意見書案　　 　    １件
●陳情　　　　 　    ６件

12 月定例会
●予算案　　　 　    ４件
●条例案　　　 　    １件

11 月臨時会
●予算案　　　 　    ４件
●その他議案　   　  １件

1 月臨時会

認　　定
認定第2～7号
平成２９年度豊見城市特別会計歳入歳出決算
　一般会計歳入歳出決算及び各特別会計歳入歳出決算は下記の各会計決算比較表のとおりとなって
おり、総務財政、教育民生、経済建設の3常任委員会で閉会中に継続審査され、12月定例会にて認
定されました。

一般会計予算決算

各会計決算比較表

※グラフの金額は四捨五入しています。
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原案可決
議案第1号
平成30年度一般会計補正予算（第８号）
　農業集落排水事業特別会計繰出金増額に係る補正予算となります。

原案可決
議案第2号
平成30年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
平成 30 年（ワ）第 960 号損害賠償請求事件訴訟に係る訴訟等弁護委託料増額の補正予算となります。

原案可決
議案第3号
豊見城市監査委員条例及び非常勤特別職員の報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正について
　地方自治法 196 条第 1項ただし書きの規定に基づき、監査委員を議員から、より専門的な識見を有
する者へ変更するため、所要の改正をおこないました。
　監査委員の「議員枠」廃止については、県を含む県内自治体で初となっています。

原案可決
議案第63号
平成30年度一般会計補正予算（第５号）
○補正予算の主な内容
　・海外農業研修生受入支援事業補助金（新規）
　・学校版ネットワーク構築設計業務委託料（新規）
　・ブロック塀対策調査設計委託料（新規）

原案可決
議案第58号
平成30年度一般会計補正予算（第４号）
　議案第 62 号　豊見城市一般職員の給与に関する条例及び豊見城市一般職の任期付職員の採用
等に関する条例の一部改正に伴う補正予算となります。

11月臨時会

12月定例会

　・ワクチン接種委託料（新規）　　　　　　　　
　・空調設備設置設計委託料（新規）
　・与根体育施設指定管理料（新規）　　ほか　

原案可決
議案第79号
平成30年度一般会計補正予算（第６号）
　平成 30 年市町村（審）第１号審査請求事案弁護業務及び平成 30 年（ワ）第 762 号損害賠償請
求事件訴訟に係る訴訟等弁護委託料（新規）の補正予算となります。

原案可決
議案第80号
平成30年度一般会計補正予算（第７号）
　普天間飛行場の代替施設として国が名護市辺野古に計画している米軍基地建設のための埋立てに
対する賛否を問う県民投票事務に係る補正予算となります。

原案可決
議案第70号
豊見城市立認定こども園設置条例の制定について
　豊見城市立認定こども園上田こども園を設置するに伴い、条例の制定を行いました。

1月臨時会
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長嶺城址総合公園、東部地域への
区画整理事業導入について

豊見城中学校運動場の代替施設、
「宜保ふるじま公園」の整備を！

　
　
　

進
捗
状
況
、
今
後
の
工
程

と
整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
度
か

ら
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て

事
業
を
開
始
し
て
お
り
、
今
年
度

の
事
業
と
し
て
は
、
今
後
の
公
園

の
実
施
設
計
並
び
に
整
備
に
必
要

な
環
境
調
査
と
現
地
測
量
等
の
調

査
測
量
業
務
を
発
注
し
、
平
成
30

年
７
月
３
日
か
ら
平
成
31
年
２
月

28
日
ま
で
の
業
務
期
間
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、
観
光
客
誘
致
を
視

野
に
入
れ
、
県
内
の
市
町
村
レ
ベ

ル
か
ら
県
外
参
加
者
の
誘
致
ま
で

を
含
め
た
多
様
な
大
会
を
開
催
出

来
る
施
設
と
し
て
検
討
し
て
お
り
、

公
益
社
団
法
人
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
に
よ
る
公
認
コ
ー
ス
の
取

得
を
目
指
し
て
、
計
画
地
の
特
徴

で
あ
る
斜
面
地
地
形
を
活
用
し
た

コ
ー
ス
と
平
坦
地
形
を
活
用
し
た

コ
ー
ス
の
２
種
類
54
コ
ー
ス
を
整

備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
が
約
59
億
円
と
高
額
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度
の

業
務
に
お
い
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
整
備
計
画
も
見
直
し
す
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

地
域
の
皆
様
方
か
ら
は
楽
し
み
に

　
　
　

豊
見
城
中
学
校
改
築
事
業

に
伴
い
、
運
動
場
の
代
替
施
設
と

し
て
、「
宜
保
ふ
る
じ
ま
公
園
」
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。
当
該
施
設
は

「
地
表
か
ら
石
が
露
出
し
て
い
た
り
、

至
る
と
こ
ろ
に
小
石
が
ち
ら
ば
り
、

更
に
施
設
の
地
面
全
体
に
で
こ
ぼ

こ
や
段
差
が
目
立
ち
、
生
徒
た
ち

が
運
動
場
と
し
て
使
用
す
る
に
は

危
険
」
当
該
施
設
の
適
切
な
整
備

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

学
校
側
と
も
連
携
し

安
心
し
て
使
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
管
理
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

豊
崎
幼
稚
園
前
道
路
の
子

ど
も
た
ち
の
飛
び
出
し
防
止
の
た

め
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
等
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い

か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

下
校
時
に
歩
道
か
ら

道
路
へ
の
飛
び
出
し
の
報
告
も
受

け
て
お
り
、
安
全
柵
等
の
設
置
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

饒
波
シ
ー
サ
ー
前
バ
ス
停

よ
り
、
長
嶺
小
学
校
へ
の
通
学
路

の
安
全
対
策
と
し
て
、
平
成
27
年

３
月
議
会
に
も
一
般
質
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
設
置
、
白
線
や
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
等
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い

か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

平
成
27
年
度
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
設
置
及
び
歩
行
者
の

安
全
対
策
の
た
め
の
グ
リ
ー
ン
ベ

し
て
い
る
声
や
、
早
期
整
備
等
の

要
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
紙
と

い
う
考
え
で
は
な
く
規
模
の
縮
減

等
に
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　

東
部
地
区
へ
の
区
画
整
理

事
業
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
で
進
行
中

の
区
画
整
理
事
業
と
し
ま
し
て
は
、

公
共
団
体
施
行
と
し
て
本
市
が
施

行
し
て
い
る
も
の
が
２
地
区
、
そ

れ
か
ら
組
合
や
個
人
に
よ
る
民
間

施
行
が
２
地
区
で
す
。
現
在
市
で

は
複
数
の
地
区
で
区
画
整
理
事
業

や
ま
ち
づ
く
り
が
進
行
中
で
す
の

で
、
市
の
財
政
状
況
や
執
行
体
制

を
勘
案
し
ま
す
と
、
こ
れ
ら
の
地

区
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

す
る
。

ル
ト
の
設
置
、
舗
装
の
全
面
打
ち

か
え
な
ど
を
含
め
た
設
計
委
託
業

務
を
発
注
し
完
了
し
て
い
ま
す
が

工
事
発
注
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
早
急
に
必
要
な
箇
所
を

選
定
し
分
割
発
注
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
平
成
29

年
12
月
の
議
会
で
、
モ
デ
ル
市
を

参
考
に
し
て
構
築
と
あ
り
ま
し
た

が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
度
開

設
準
備
と
し
て
、
子
育
て
世
代
が

利
用
し
や
す
い
相
談
窓
口
体
制
や

庁
内
の
子
育
て
に
か
か
わ
る
横
断

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
、

設
置
検
討
会
議
を
進
め
平
成
32
年

度
、
開
設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
未

　

接
種
者
へ
、
接
種
を
促
す
再
通　

　

知
や
広
報
周
知
を

　

・
与
根
製
塩
前
付
近
の
道
路
の
さ

　

ら
な
る
安
全
確
保
に
路
面
表
示

　

の
強
化
及
び
そ
の
他
の
工
夫
改

　

善
を

　

・
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
に
つ
い
て

　

本
島
南
部
地
域
の
活
性
化
及
び　

　

そ
の
交
通
の
起
点
と
し
て
関
係

　

機
関
へ
要
請
を

　

・
豊
見
城
南
高
校
か
ら
翁
長
自
治

　

会
へ
入
る
道
路
の
安
全
対
策
を　
　
　

質
問

教
育
部
長
　

質
問

会派所属なし
与那覇　清雄

公明党
仲田　政美

質
問

道
路
課
長

質
問

道
路
課
長

質
問

福
祉
健
康
部
長
　

長嶺城址公園の早期実現

長
嶺
城
址
総
合
公
園
に
つ
い
て

公
園
緑
地
課
長
　

質
問

都
市
計
画
部
長
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新市長山川仁市政に
市民中心の市政を期待する

市民の就労支援制度の拡充を！

　
　
　

市
長
の
将
来
の
豊
見
城
市

像
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
豊
見
城
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
、
南
部
の
地
域
の

要
衛
と
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
と
沖

縄
県
の
か
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
、

本
市
の
魅
力
と
特
性
を
最
大
限
に

生
か
し
、
万
国
津
梁
の
ま
ち
に
変

貌
躍
進
を
さ
せ
将
来
の
観
光
客
１

千
200
万
人
以
上
と
ま
た
そ
れ
に
伴

っ
て
新
次
元
の
経
済
需
要
を
適
格

に
把
握
し
、
本
市
の
優
位
性
を
官

民
一
体
と
な
っ
て
迅
速
丁
寧
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
一
つ
目
は
、
全

て
の
市
民
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
、
二
つ
目
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
で
元
気
の
出
る

ま
ち
づ
く
り
三
つ
目
に
弱
い
立
場

の
方
々
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
、

四
つ
目
に
平
和
で
誇
り
あ
る
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
の
四
つ
の
ま
ち
づ

く
り
を
基
本
に
し
ま
す
。

　
　
　

都
市
像
へ
向
け
て
の
大
筋

の
手
続
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

今
後
展
開
さ
れ
る
各
種
事

務
事
業
に
職
員
の
意
見
や
さ
ま
ざ

な
工
夫
等
を
取
り
入
れ
な
が
ら
反

映
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
政
策
を
推
進
す
る
に
当
た

　
　
　

本
市
に
お
け
る
若
者
の
就

労
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

沖
縄
県
お
し
ご

と
応
援
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
て
お

り
、
個
別
就
職
相
談
や
企
業
実
習
、

就
労
定
着
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
30
社
以

上
の
企
業
が
参
加
、
豊
見
城
市
お

仕
事
体
験
事
業
「
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
と

よ
み
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
就
業
に
対
す
る
意
識

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

失
業
者
に
対
し
て
本
市
と

し
て
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
就
業
支

援
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

市
民
や
商
工
会
か
ら
要
望
等
が
あ

れ
ば
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
お
し
ご

と
応
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

庁
舎
内
の
ふ
る
さ
と
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
利
用
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
度
の

相
談
件
数
は
４
千
44
件
、
平
成
29

年
度
の
相
談
件
数
は
４
千
840
件
、

平
成
30
年
度
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
相
談
件
数
は
２
千
238
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
混
雑
し

て
い
る
が
、
平
均
的
な
窓
口
の
待

ち
時
間
は
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

待
ち
時
間
は
確

っ
て
の
道
筋
と
し
て
は
、
し
っ
か

り
と
心
得
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
て
、
市
議
会
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　
　

市
長
の
公
約
の
概
要
を
伺

う
。

　
　
　

選
挙
中
に
交
わ
し
た
公
約

を
基
調
に
、
子
供
の
笑
顔
の
輝
く

政
策
、
行
政
改
革
を
初
め
と
す
る

新
財
源
の
政
策
、
ス
ポ
ー
ツ
や
観

光
拠
点
エ
リ
ア
の
政
策
、
地
域
産

業
の
振
興
と
に
ぎ
わ
い
と
機
能
性

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
、
津
波
避
難

機
能
を
有
し
た
豊
崎
中
学
校
の
早

期
建
設
、
障
害
者
や
高
齢
者
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
、
誰
も
が
住
み
や
す

い
健
康
福
祉
社
会
づ
く
り
、
農
林

畜
産
業
の
六
次
産
業
化
、
土
地
利

用
の
見
直
等
々
を
重
点
施
策
に
す

る
。

　
　
　

市
長
の
行
政
改
革
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

第
三
者
か
ら
な
る
市
民
等

幅
広
く
意
見
を
伺
い
事
業
仕
訳
け

に
よ
り
財
源
を
確
保
す
る
行
政
財

政
改
革
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
事
業
の
検
証
と
財
源
を
生
み
出

す
。

　
　
　

市
長
の
行
政
改
革
の
真
の

目
的
を
伺
う
。

　
　
　

新
財
源
の
確
保
と
市
の
運

営
の
全
て
の
面
へ
市
長
の
声
が
反

映
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

認
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

庁
舎
移
転
後
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
設
置
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

庁
舎
移
転
後
は

１
階
南
側
へ
の
配
置
を
予
定
し
、

面
積
は
約
54
平
方
メ
ー
ト
ル
で
現

庁
舎
よ
り
も
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
移
転
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
就
労
支
援
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

検
索
端
末
は
現
状
よ
り
増

減
す
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

窓
口
端
末
３
台
、

求
人
情
報
提
供
端
末
５
台
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
１
台
の
計
９
台

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
移
転
後
も

同
じ
台
数
を
設
置
予
定
と
の
こ
と

で
す
。

そ
の
他
の
質
問

　

・
福
祉
行
政
に
つ
い
て

　

・
辺
野
古
移
設
問
題
に
つ
い
て

質
問

質
問

市
長
　

商
工
観
光
課
長

就
労
支
援
に
つ
い
て

会派所属なし
比嘉　仁一

市
長
の
展
望
す
る

豊
見
城
市
像
に
つ
い
て

質
問

市
長
　

質
問

市
長
　

質
問

市
長
　

質
問

市
長
　

会派所属なし
大城　敬理

庁舎内ふるさとハローワークの充実を！

質
問

商
工
観
光
課
長

質
問

商
工
観
光
課
長

質
問

商
工
観
光
課
長

質
問

商
工
観
光
課
長

質
問

商
工
観
光
課
長
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分離校造れる制度を
知らなかったでは済まされない

道路路線の見直しと、環境整備で
変わるまちづくり

　
　
　

豊
崎
地
区
へ
の
中
学
校
建

設
は
、
豊
崎
に
移
り
住
ん
で
こ
ら

れ
た
住
民
の
切
実
な
要
求
で
あ
り
、

行
政
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
す
。
私
は
こ
の
間
、
中

学
校
建
設
を
急
ぐ
よ
う
求
め
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
ま

で
の
市
政
は
、
後
ず
さ
り
す
る
か

の
よ
う
な
行
政
対
応
で
し
た
。
山

川
市
長
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
、
分

離
校
建
設
は
難
し
い
と
す
る
方
針

を
改
め
、
校
区
見
直
し
な
ど
あ
ら

ゆ
る
行
政
努
力
で
、
早
期
実
現
に

向
け
取
り
組
み
を
す
べ
き
と
思
う

が
、
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

沖
縄
県
教
育
庁
と
の

調
整
で
は
、
過
大
規
模
校
の
解
消

が
優
先
で
あ
り
、
過
大
規
模
校
に

達
し
な
い
の
に
分
離
新
設
を
行
う

に
は
、
そ
れ
相
応
の
理
由
が
必
要

で
あ
り
、
分
離
新
設
し
た
伊
良
波

小
学
校
、
伊
良
波
中
学
校
、
と
よ

み
小
学
校
、
豊
崎
小
学
校
、
ゆ
た

か
小
学
校
な
ど
は
、
過
大
規
模
校

と
な
っ
て
か
ら
補
助
採
択
さ
れ
た
。

補
助
採
択
に
は
過
大
規
模
校
に
達

す
る
推
計
結
果
が
必
要
と
の
認
識

で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
10
月
に
沖
縄
県

　
　
　

市
民
体
育
館
入
り
口
交
差

点
は
、
ど
ち
ら
が
優
先
道
路
な
の

か
わ
か
り
づ
ら
い
状
況
に
あ
り
、

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
思
う
が
、

当
局
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

本
市
や
市
民
の
意
見
、

問
い
合
わ
せ
等
も
あ
り
、
現
場
を

確
認
し
た
結
果
、
市
道
10
号
線
の

東
側
か
ら
交
差
点
向
け
の
交
通
量

が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年

度
に
豊
見
城
警
察
署
よ
り
沖
縄
県

警
察
本
部
へ
、
東
西
方
向
を
優
先

道
路
と
す
る
変
更
に
係
る
一
時
停

止
線
位
置
の
見
直
し
を
上
申
し
て

お
り
、
今
年
度
中
に
変
更
す
る
予

定
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　

交
差
点
改
良
か
ら
２
年
が

経
過
し
、
体
育
館
利
用
者
の
増
加

等
、
交
通
事
情
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
信
号
機
設
置
に
向
け

再
度
、
豊
見
城
警
察
署
と
折
衝
す

る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

当
時
の
状
況
と
ほ
と

ん
ど
変
化
が
見
受
け
ら
れ
な
い
信

号
機
の
設
置
に
関
し
て
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
と
の
見
解
で
す
。

　
　
　

豊
見
城
警
察
署
の
指
導
で

ハ
ン
プ
設
置
や
す
べ
り
止
め
舗
装

路
面
表
示
等
が
な
さ
れ
た
が
、
運

転
者
や
市
民
の
評
価
を
ど
の
よ
う

に
把
掘
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　

今
後
、
優
先
道
路
の

教
育
庁
を
通
し
文
科
省
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
分
離
新
設
の
補
助
要

件
と
し
て
は
母
体
校
が
過
大
規
模

校
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
の
回
答

で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
沖
縄

県
と
調
整
を
し
な
が
ら
補
助
採
択

に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。　

　

整
備
の
具
体
的
な
内
容
は
、
低

地
帯
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
津

波
避
難
機
能
を
有
し
た
中
学
校
の

建
設
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
建
設
時
期
は
、
補

助
採
択
に
向
け
た
調
整
を
行
い
な

が
ら
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の

　

創
設
を
取
り
組
む
べ
き

　

・
瀬
長
島
に
、
観
光
漁
業
に
対
応

　

で
き
る
マ
リ
ー
ナ
の
整
備
を

　

・
し
お
さ
い
公
園
の
東
屋
の
整
備

　

と
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
の　

　

建
て
替
え
計
画
に
つ
い
て

変
更
に
伴
い
周
知
が
十
分
な
さ
れ

た
場
合
に
は
豊
見
城
警
察
署
と
も

協
議
を
し
、
ハ
ン
プ
の
撤
去
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　

植
栽
プ
ラ
ン
タ
ー
の
管
理

は
一
般
市
民
や
市
内
企
業
な
ど
を

活
用
し
て
管
理
す
る
方
法
も
あ
る

と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解
を
伺

う
。

　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
道
路
行

政
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
今
後
も
市
民
や
市
内
業
者

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
維

持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

質
問

教
育
部
長

学
校
は
つ
く
れ
ま
す

質
問

道
路
課
長

日本共産党
儀間　盛昭

ここに津波避難機能備えた学校造ろう

こ
れ
ま
で
の
市
政
が
制
度
を

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
か

豊政会 
赤嶺　吉信

道
路
行
政
に
つ
い
て

市
民
部
長

都
市
景
観
と
観
光
振
興
行
政
に

つ
い
て

質
問

道
路
課
長

質
問

質
問

道
路
課
長

道路形態が正常化になった市道 10 号線
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予
算
編
成
方
針
を
伺
う
。

　
　
　

私
の
公
約
実
現
と
整
合
性

を
図
り
取
り
組
む
31
年
度
の
予
算

の
考
え
方
と
し
て
は
、
①
総
合
計

画
に
掲
げ
た
将
来
像
の
実
現
②
実

施
計
画
に
お
け
る
施
策
の
推
進
③

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
に

お
け
る
施
策
の
推
進
④
持
続
可
能

な
財
政
構
造
の
確
立
、
以
上
４
柱

を
踏
ま
え
私
が
公
約
実
現
に
向
け

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

改
革
と
は
前
市
政
を
否
定

す
る
も
の
な
の
か
。

　
　
　

前
市
政
や
今
ま
で
の
村
政

を
否
定
す
る
も
の
は
全
く
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
逆
に
い
い
所
は
引
き
継

い
で
い
き
な
が
ら
公
約
に
掲
げ
た

（
仮
）
第
三
者
委
員
会
を
立
ち
あ

げ
さ
せ
て
市
の
発
展
に
も
ご
尽
力

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

与
根
漁
港
の
施
設
整
備
に

向
け
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
に

実
施
設
計
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
建
築
工
事
等
に
着

手
予
定
で
し
た
が
、
市
の
優
先
順

位
等
か
ら
先
送
り
す
る
こ
と
に
な

り
平
成
32
年
度
整
備
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

平
成
31
年
度
か
ら
着
工
す

る
は
ず
だ
っ
た
の
に
で
き
な
い
理

由
を
伺
う
。　
　

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
与
根
支

部
と
協
議
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ

行政は継続が基本！
方針が変わると市民が困ります

世代間の切れ目なく
豊見城ハーリー継承・発展を！！

　
　
　

市
内
中
学
校
対
抗
レ
ー
ス

に
加
え
て
高
校
対
抗
レ
ー
ス
も
可

能
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
及
び
付
近

の
高
校
に
働
き
か
け
、
高
校
対
抗

レ
ー
ス
実
現
に
向
け
取
組
む
。

　
　
　

自
販
機
の
収
益
を
活
用
し

て
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
る

事
業
に
つ
い
て
早
急
に
契
約
す
べ

き
。

　
　
　
　
　
　
　

早
目
に
そ
の
事

業
が
で
き
る
か
ど
う
か
市
内
部
に

お
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

法
人
の
あ
り
方
を
見
直
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
ほ
う
が
登
記
な
ど
の
税
制
が

免
除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点

に
お
い
て
別
の
法
人
に
見
直
す
予

定
は
な
い
。
た
だ
し
、
今
後
の
運

営
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
法
人
の

あ
り
方
を
含
め
、
検
討
を
行
う
。

　
　
　

９
年
前
に
自
分
た
ち
の
組

織
で
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
て
い

け
る
こ
と
を
目
指
し
て
独
立
し
た

と
思
う
。
間
違
い
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
っ
か
り

で
す
が
、
収
益
施
設
の
具
体
的
な

事
業
計
画
が
構
築
で
き
な
い
こ
と

か
ら
先
延
ば
し
し
た
所
で
す
。

　
　
　

実
施
計
画
で
設
計
は
終
わ

っ
て
い
た
段
階
な
の
に
な
ぜ
延
ば

す
の
か
。
そ
も
そ
も
与
根
支
部
の

要
望
は
収
益
施
設
を
整
備
し
て
ほ

し
い
で
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

与
根
漁
港
区
域

を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
収
益
施

設
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
事

で
市
が
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　

平
成
31
年
度
着
工
予
定
を

誰
が
止
め
た
の
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
部
の
実
施

計
画
の
調
整
に
お
き
ま
し
て
PPP
、

PFI
に
よ
る
民
間
資
金
の
活
用
も
含

め
今
後
検
討
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
　
　

ど
な
た
の
判
断
で
止
め
た

ん
で
す
か
。
冒
頭
で
、
予
算
編
成

に
変
わ
り
は
な
い
、
継
続
中
で
す

と
。
何
で
事
業
を
止
め
る
の
か
わ

か
ら
な
い
。
お
答
え
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

内
部
調
整
に
お

い
て
先
延
ば
し
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　

方
針
が
変
っ
た
の
は
与
根

支
部
で
す
か
、
行
政
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
、
計
画
構
築

が
で
き
て
い
な
い
所
で
す
。

　
　
　

市
長
、
与
根
支
部
に
説
明

で
き
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　

検
討
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

独
立
し
た
形
で
運
営
を
し
て
い
き

た
い
と
の
思
い
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
人
員
も

含
め
て
思
い
ど
お
り
に
対
応
で
き

て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
見
直

し
、
し
っ
か
り
将
来
を
見
据
え
た

体
育
協
会
の
あ
り
方
を
再
度
構
築

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　
　
　

都
市
公
園
等
、
地
域
住
民
、

観
光
客
等
が
避
難
可
能
な
場
所
に

お
い
て
、
観
光
防
災
の
観
点
か
ら

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
施
設
に
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

公
園
等
の
指
定
緊
急

避
難
場
所
に
つ
い
て
も
、
避
難
所

が
開
設
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
最
低

限
の
整
備
は
必
要
な
の
で
、
継
続

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
施
設
管

理
担
当
部
署
と
連
携
し
、
検
討
し

て
い
く
。

市
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

声論会
大田　正樹

農
林
水
産
課
長

税
金
を
使
わ
ず
安
全
な
市
に
！！

質
問

観
光
防
災
に
つ
い
て

商
工
観
光
課
長

市
長

質
問

質
問

経
済
建
設
部
長

質
問

質
問

質
問

豊政会
德元　次人

新たに高校生のパワーを加入させて活性化を！！

さ
ら
な
る
豊
見
城
ハ
ー
リ
ー

発
展
の
た
め
に
！！

質
問

公
園
緑
地
課
長

体
育
協
会
の
強
化
に
つ
い
て

生
涯
学
習
振
興
課
長

生
涯
学
習
振
興
課
長

総
務
課
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

質
問

経
済
建
設
部
長
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10 月の保育無償化まで認定こども
園保育料は値上せずに据置を！

民生の安定には、公約の具体性と
その財源を精査することが大事。

豊政会

会派所属なし

新垣　亜矢子

大田　善裕

　
　
　

平
成
31
年
度
市
内
公
立
幼

稚
園
が
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
さ

れ
、
１
号
認
定
は
８
時
15
分
前
に

登
園
す
る
と
預
か
り
保
育
料
金
が

発
生
す
る
。
政
府
が
保
育
無
償
化

に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
が
、
本

市
の
保
育
無
償
化
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
保
護
者
の
就
労
状
況

で
区
別
せ
ず
、
全
て
の
園
児
に
対

し
登
園
時
預
か
り
保
育
受
益
者
負

担
を
な
く
す
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
・
子
育

て
支
援
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
、

保
護
者
の
就
労
形
態
や
教
育
時
間

の
希
望
に
よ
り
、
選
択
の
上
提
供

さ
れ
る
。
そ
の
上
で
本
市
の
保
育

無
償
化
に
向
け
、
就
労
状
況
に
よ

ら
な
い
登
園
児
預
か
り
の
受
益
者

負
担
を
な
く
す
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
制
度
上
の
整
合
性
及
び
公

私
連
携
法
人
と
の
運
営
協
議
、
市

財
政
負
担
へ
の
影
響
、
国
の
無
償

化
制
度
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

平
成
31
年
度
の
消
費
税
増
税
に
伴

う
保
育
無
償
化
と
の
整
合
性
を
図

ら
れ
る
よ
う
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　

朝
８
時
15
分
ま
で
に
入
る

か
入
ら
な
い
か
園
側
は
ど
う
や
っ

て
把
握
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

帳
簿
上
で
管
理

し
て
い
る
。

　
　
　

Ｉ
Ｃ
タ
グ
利
用
の
出
欠
管

理
は
、
経
産
省
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で

業
務
の
負
担
を
軽
減
し
、
保
育
業

　
　
　

ゆ
い
レ
ー
ル
の
誘
致
を
県

へ
正
式
に
要
請
す
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

市
内
の
公
共

交
通
は
、
平
成
28
年
度
に
LRT
や
モ

ノ
レ
ー
ル
な
ど
の
軌
道
系
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
那
覇
市

か
ら
市
の
中
心
部
を
通
り
糸
満
市

に
至
る
ル
ー
ト
で
の
導
入
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
に
は
、
沖
縄
県
で
進

め
て
い
る
鉄
軌
道
計
画
の
検
討
に

対
し
て
、
骨
格
軸
を
名
護
・
糸
満

間
と
す
べ
き
と
し
て
、
糸
満
市
と

連
携
し
て
要
請
。
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、

平
成
28
年
度
の
検
討
以
降
も
担
当

部
署
に
お
い
て
独
自
に
関
係
者
へ

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
情
報
収
集
を
行
い

な
が
ら
、
現
在
の
整
備
等
に
要
す

る
費
用
や
導
入
効
果
の
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
モ

ノ
レ
ー
ル
の
導
入
は
、
本
市
と
し

て
も
応
分
の
負
担
が
生
じ
る
の
で
、

庁
内
で
議
論
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
関
係
者
へ
の

要
請
と
な
っ
た
場
合
で
す
が
、
ま

ず
モ
ノ
レ
ー
ル
導
入
に
関
す
る
市

民
の
機
運
を
高
め
た
上
で
、
ま
た

市
内
関
係
団
体
、
さ
ら
に
は
近
隣

市
町
村
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら

官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

務
に
携
わ
る
人
を
増
や
し
た
い
と

市
に
対
し
て
も
働
き
か
け
を
し
て

い
る
。
予
算
が
50
万
円
で
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
保
育
士
の
負
担
軽
減
の
た
め

や
っ
て
も
ら
い
た
い
が
見
解
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ

い
て
は
予
算
編
成
の
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　

公
私
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
で
ス
タ
ー
ト
し
た
豊
見
城
幼
稚

園
は
保
育
料
を
据
え
置
き
し
た
。

来
年
４
月
か
ら
市
内
公
立
園
と
公

私
連
携
、
全
園
で
認
定
こ
ど
も
園

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
10
月
の
保
育

無
償
化
ま
で
保
育
料
を
据
え
置
く

べ
き
だ
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　
　

関
係
機
関
と
協

議
の
上
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

行
財
政
改
革
検
討
委
員
会

の
新
設
を
唱
え
て
い
ま
す
が
、
そ

の
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
で
は
行
財

政
改
革
の
推
進
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
調
査
審
議
す
る
事
を
目
的

に
、
外
部
委
員
で
構
成
さ
れ
る
豊

見
城
市
行
政
改
革
推
進
審
議
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
同
審
議
会
の

役
割
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
改
革
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
時
の
審

議
が
中
心
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
は
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
事
業
に
対
す
る
審
議
も
行
っ

て
い
ま
す
。
第
三
者
に
よ
る
行
財

政
改
革
検
討
委
員
会
は
、
無
駄
を

省
き
、
新
た
な
財
源
を
掘
り
起
こ

す
仕
組
み
づ
く
り
と
い
う
意
味
で

は
、
現
在
の
行
政
改
革
推
進
会
議

と
役
割
と
し
て
は
重
な
る
部
分
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー

や
進
め
方
な
ど
、
よ
り
効
果
的
に

新
た
な
財
源
を
確
保
し
て
い
く
と

い
う
方
法
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
、
他
の
自
治
体
の
事

例
な
ど
を
参
考
に
調
査
研
究
を
早

急
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問

質
問

質
問

福
祉
健
康
部
長

福
祉
健
康
部
長

質
問

総
務
企
画
部
長

福
祉
健
康
部
長

公
共
交
通
の
導
入
に
つ
い
て

質
問

都
市
計
画
課
参
事

質
問

市
長
の
選
挙
公
約
・
市
政
運
営

に
つ
い
て

総
務
企
画
部
長

10
月
ま
で
保
育
料
据
え
置
き
を１号認定のオプション料金負担も無償化に！
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長嶺小学校の創立を
138周年とすべきではないか　 日本共産党

佐事　安夫
　
　
　

豊
見
城
に
小
学
校
が
設
置

さ
れ
た
の
は
１
千
880
年
（
明
治
13

年
）
字
豊
見
城
に
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
年
で
138
年
に
な
り

ま
す
。
明
治
41
年
に
第
一
豊
見
城

尋
常
高
等
小
学
校
（
長
嶺
小
）
と

第
二
豊
見
城
尋
常
小
学
校
（
座
安

小
）
に
分
離
し
、
校
舎
を
新
築
し

て
い
ま
す
。
長
嶺
、
座
安
小
は
移

転
後
か
ら
の
創
立
記
念
を
行
っ
て

い
ま
す
。
小
学
校
設
置
か
ら
28
年

の
失
わ
れ
た
期
間
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

市
の
教
育
の
始
ま
り

と
長
嶺
、
座
安
小
の
設
立
年
度
を

分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
長
嶺
、

座
安
小
の
設
立
は
母
体
校
か
ら
分

離
新
設
さ
れ
た
明
治
41
年
で
あ
り

ま
す
。
明
治
13
年
か
ら
41
年
ま
で

の
28
年
間
は
豊
見
城
の
教
育
の
歴

史
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
失
わ
れ
た

期
間
で
は
な
い
で
す
。
教
育
委
員

会
で
は
昭
和
55
年
12
月
に
教
育
100

周
年
記
念
を
実
施
し
、
分
離
新
設

と
は
別
の
視
点
で
式
典
を
挙
行
し

て
い
ま
す
。

　
　
　

長
嶺
小
は
28
年
を
加
え
た

節
目
の
周
年
に
す
べ
き
と
思
い
ま

す
が
検
討
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　

明
治
41
年
に
第
一
、

第
二
小
学
校
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
元
々
の
豊
見

城
に
あ
っ
た
学
校
は
、
高
等
小
学

校
と
し
て
大
正
５
年
ま
で
残
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
分

離
新
設
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

大
正
５
年
ま
で
残
っ
て
い

た
と
言
い
ま
す
が
、
高
等
小
学
校

だ
け
残
っ
て
い
て
、
尋
常
小
学
校

は
み
ん
な
移
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

解
釈
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
の
意
見

も
聞
き
、
南
風
原
の
状
況
も
学
び
、

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

平
成
20
年
に
豊
見
城
の

教
育
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
教

育
委
員
で
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
の
解
釈
で
い
い
と
結
論
が
あ
り

ま
し
た
。
平
成
27
年
の
教
育
長
の

引
き
継
ぎ
の
中
で
も
今
ま
で
ど
お

り
で
や
る
と
引
き
継
ぎ
書
に
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

貴
重
な
無
形
文
化
財
で
あ

る
高
安
の
龕
ゴ
ウ
祭
、
保
栄
茂
の

マ
チ
棒
を
市
指
定
に
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　

龕
ゴ
ウ
祭
に
つ
い
て

は
、
以
前
、
高
安
の
自
治
会
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
文
化
財

の
市
指
定
は
、
地
域
住
民
の
総
意

を
確
認
し
て
対
応
し
た
い
。
旨
の

自
治
会
側
の
意
向
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
具
体
的
な
進
展
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
自
治
会
と
意
見

交
換
を
行
い
、
文
化
財
の
価
値
を

認
識
し
、
保
存
が
適
切
に
行
わ
れ

る
よ
う
地
域
の
考
え
方
を
確
認
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

教
育
部
長

教
育
長

虫歯をなくし、
児童・生徒の健康を推進しよう　 豊政会

比嘉　彰

        

県
内
の
公
立
・
私
立
小
中

学
校
・
特
別
支
援
学
校
の
歯
科
検

診
で
「
要
受
診
」
と
診
断
さ
れ
た

児
童
・
生
徒
の
71.９
％
が
歯
科
を
受

診
せ
ず
、
治
療
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
。
本
市
の
小
中
校
の
診
断
後

の
未
受
診
率
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

本
市
の
小
中

校
で
の
検
診
の
結
果
、
要
受
診
と

勧
告
さ
れ
た
児
童
生
徒
は
小
学
校

で
33
％
、
中
学
校
28
％
に
な
っ
て

い
る
。
11
月
末
現
在
、
受
診
し
治

療
が
完
了
し
、
な
お
、
治
療
証
明

書
を
提
出
し
た
数
字
で
あ
り
、
現

在
も
治
療
を
継
続
し
て
い
る
児
童

生
徒
や
、
治
療
が
終
わ
っ
て
も
証

明
書
を
提
出
し
て
い
な
い
児
童
生

徒
の
数
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

          

歯
科
未
受
診
の
要
因
に
つ

い
て
伺
う
。

                              　

養
護
教
諭
の

情
報
に
よ
る
と
、
家
庭
で
連
れ
て

い
け
な
い
生
活
環
境
で
あ
る
。
例

え
ば
貧
困
世
帯
等
に
つ
い
て
全
体

的
な
把
握
は
し
て
な
い
が
、
一
般

の
要
保
護
、
準
要
保
護
以
外
の
虫

歯
治
療
完
了
率
が
小
学
校
26.６
％
で

準
要
保
護
は
小
学
校
で
13.４
％
、
要

保
護
で
５.９
％
で
す
。
中
学
校
で
は

一
般
世
帯
17.６
％
、
要
保
護
０
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

９
月
の
終
り
頃
２
週
連
続

の
台
風
襲
来
は
、
長
引
く
停
電
や

電
話
の
不
通
、
け
が
人
が
出
る
な

ど
県
内
各
地
で
多
く
の
爪
あ
と
を

残
し
た
。
台
風
24
号
に
よ
る
本
市

の
被
害
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

                 

台
風
24
号
に
よ
る
本

市
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
崖

崩
れ
が
１
件
、
人
的
被
害
で
軽
傷

者
１
名
、
建
物
被
害
30
件
、
そ
の

他
災
害
で
45
件
発
生
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
市
消
防
本
部
が
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
農
作
物
で
６
千

974
万
円
の
被
害
、
給
食
セ
ン
タ
ー

で
１
千
264
万
５
千
円
の
被
害
、
学

校
施
設
で
625
万
６
千
円
の
被
害
、

そ
の
他
公
園
で
約
120
万
円
の
被
害

と
な
っ
て
い
る
。

          

台
風
24
号
の
と
き
、
う
る

ま
市
で
は
停
電
の
影
響
で
給
食
が

実
施
で
き
な
い
な
ど
、
休
校
に
な

っ
た
学
校
も
あ
る
と
の
事
で
し
た

が
、
本
市
の
状
況
を
伺
う
。

                

台
風
24
号
の
と
き
は

本
市
も
対
策
本
部
が
あ
っ
て
出
勤

を
し
て
給
食
を
取
り
や
め
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

         

金
良
地
区
市
道
41
号
線
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

                     

市
道
41
号
線
の
事
業

全
体
の
進
捗
率
は
事
業
費
ベ
ー
ス

で
約
61
％
と
な
っ
て
い
る
。
工
事

箇
所
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
完
了

し
た
箇
所
か
ら
八
重
瀬
町
向
け
延

長
約
60
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い

る
。
用
地
補
償
に
つ
い
て
は
、
粘

り
強
く
交
渉
を
進
め
ま
す
。

小
学
校
創
立
138
年

教
育
部
長
　

質
問

文
化
課
長
　

質
問

学
校
教
育
課
参
事

質
問

質
問

総
務
課
長
　

質
問

教
育
部
長
　

質
問

道
路
課
長
　

学
校
教
育
課
参
事
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ど
県
内
各
地
で
多
く
の
爪
あ
と
を

残
し
た
。
台
風
24
号
に
よ
る
本
市

の
被
害
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

                 

台
風
24
号
に
よ
る
本

市
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
崖

崩
れ
が
１
件
、
人
的
被
害
で
軽
傷

者
１
名
、
建
物
被
害
30
件
、
そ
の

他
災
害
で
45
件
発
生
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
市
消
防
本
部
が
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
農
作
物
で
６
千

974
万
円
の
被
害
、
給
食
セ
ン
タ
ー

で
１
千
264
万
５
千
円
の
被
害
、
学

校
施
設
で
625
万
６
千
円
の
被
害
、

そ
の
他
公
園
で
約
120
万
円
の
被
害

と
な
っ
て
い
る
。

          

台
風
24
号
の
と
き
、
う
る

ま
市
で
は
停
電
の
影
響
で
給
食
が

実
施
で
き
な
い
な
ど
、
休
校
に
な

っ
た
学
校
も
あ
る
と
の
事
で
し
た

が
、
本
市
の
状
況
を
伺
う
。

                

台
風
24
号
の
と
き
は

本
市
も
対
策
本
部
が
あ
っ
て
出
勤

を
し
て
給
食
を
取
り
や
め
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

         

金
良
地
区
市
道
41
号
線
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

                     

市
道
41
号
線
の
事
業

全
体
の
進
捗
率
は
事
業
費
ベ
ー
ス

で
約
61
％
と
な
っ
て
い
る
。
工
事

箇
所
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
完
了

し
た
箇
所
か
ら
八
重
瀬
町
向
け
延

長
約
60
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い

る
。
用
地
補
償
に
つ
い
て
は
、
粘

り
強
く
交
渉
を
進
め
ま
す
。

市長と協議もしないで給食費を
引き上げる事はやめるべきです！ 日本共産党

瀬長　宏

          

来
年
の
暑
い
時
期
ま
で
に

は
ク
ー
ラ
ー
を
稼
働
さ
せ
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
11
月
７
日
予
算
が

国
会
で
通
り
ま
し
た
。
夏
ま
で
に

稼
働
で
き
る
よ
う
な
作
業
に
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

                              

電
気
工
事
も
含

め
た
工
事
の
完
成
は
７
月
下
旬
ご

ろ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

電
気
で
容
量
が
合
わ
な
け

れ
ば
、
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式

な
ど
も
検
討
さ
れ
た
の
で
す
か
。

                         

あ
ら
ゆ
る
方
向

か
ら
比
較
を
し
て
、
検
討
し
て
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

           

         

就
学
援
助
の
認
定
要
件
か

ら
、
共
働
き
や
借
家
を
除
外
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

                              

現
行
の
運
用
で

取
り
扱
う
こ
と
が
適
当
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

          

そ
の
要
件
は
条
例
、
規
則

要
綱
な
ど
で
明
文
化
さ
れ
た
も
の

で
運
用
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

                              

内
規
で
も
っ
て

運
用
し
て
い
ま
す
。

        

近
隣
市
町
村
で
こ
の
よ
う

な
運
用
を
し
て
い
る
自
治
体
を
ご

存
じ
で
す
か
。

                              

こ
の
よ
う
な
認

定
基
準
で
運
用
し
て
い
る
と
い
う

の
は
本
市
だ
け
と
考
え
て
い
ま
す
。

          

こ
う
い
う
壁
を
つ
く
る
の

や
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
学

校
給
食
費
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

伺
う
。

                           

平
成
21
年
度
か

ら
据
え
置
か
れ
て
お
り
、
小
学
校

月
額
400
円
、
中
学
校
月
額
500
円
の

値
上
げ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

        

市
長
と
協
議
し
な
い
で
市

長
の
公
約
に
反
す
る
こ
と
を
議
会

に
表
明
す
る
や
り
方
は
、
手
続
的

に
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
法
律

が
変
わ
り
、
総
合
教
育
会
議
の
設

置
は
市
長
が
や
り
ま
す
。
市
長
と

教
育
委
員
会
が
協
議
し
て
、
教
育

に
対
す
る
大
綱
を
市
長
が
策
定
す

る
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
市
長
と

十
分
な
協
議
を
し
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

                              

最
終
的
に
教
育

委
員
の
議
を
経
た
上
で
値
上
げ
を

決
定
し
て
い
く
と
な
っ
て
ま
す
。

　
　

    

国
保
税
の
均
等
割
、
平
等

割
を
な
く
し
た
ら
、
保
険
料
は
い

く
ら
く
ら
い
に
な
る
か
明
ら
か
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　

１
世
帯
当
た
り
12
万

２
千
763
円
で
、
そ
の
う
ち
均
等
割

額
と
平
等
割
額
の
合
計
額
が
４
万

８
千
486
円
で
あ
り
ま
す
の
で
１
世

帯
当
た
り
は
７
万
４
千
277
円
と
な

り
ま
す
。

学
校
施
設
課
長

質
問

質
問

質
問

質
問

ク
ー
ラ
ー
夏
ま
で
に
稼
働
を

「遅れる道路行政」
新市長の予算要求手腕に注目… 声論会

外間　剛
　
　
　

本
市
が
取
組
む
道
路
事
業
、

街
路
事
業
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

道
路
事
業
は
沖
縄
振

興
公
共
投
資
交
付
金
事
業
で
９
路

線
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
が
２
路
線
、
街
路
事
業
は
沖

縄
公
共
投
資
交
付
金
事
業
の
饒
波

川
線
整
備
事
業
の
３
路
線
を
取
組

ん
で
い
る
。

　
　
　

本
市
が
取
組
む
道
路
・
街

路
の
事
業
全
体
の
進
捗
を
伺
う
。

                  

事
業
全
体
の
進
捗
は

46.１
％
と
な
っ
て
い
る
。

        

区
画
整
理
事
業
縮
小
に
伴

う
代
替
整
備
で
路
線
認
定
は
さ
れ

た
も
の
の
、
事
業
化
さ
れ
て
い
な

い
饒
波
川
周
辺
地
域
の
事
業
化
に

向
け
て
の
具
体
的
構
想
を
伺
う
。

                     

区
画
整
理
事
業
に
か

わ
る
代
替
事
業
と
し
て
道
路
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
豊
見
城

高
安
地
区
は
平
成
24
年
度
か
ら
事

業
に
取
組
ん
で
お
り
、
現
在
ま
で

に
完
了
及
び
整
備
中
の
路
線
が
３

線
あ
り
、
今
後
の
計
画
で
12
路
線

を
予
定
し
て
お
り
、
う
ち
４
路
線

（
市
道
437
・
220
・
433
・
434
号
線
）

を
平
成
32
年
度
か
ら
実
施
設
計
に

着
手
の
予
定
。

　
　
　

平
成
31
年
度
に
向
け
て
の

要
求
額
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

道
路
事
業
の
沖
縄
振

興
公
共
投
資
交
付
金
事
業
で
計
５

路
線
、
６
億
９
千
525
万
円
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
２

路
線
、
１
億
５
千
551
万
円
、
防
災

安
全
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業

で
５
路
線
、
２
億
８
千
518
万
円
、

街
路
事
業
の
沖
縄
振
興
公
共
投
資

交
付
金
で
饒
波
川
線
整
備
事
業
の

３
路
線
、
３
億
２
千
950
万
円
を
要

求
し
て
い
る
。

　
　
　

本
市
、
道
路
事
業
の
遅
れ

に
つ
い
て
、
市
長
は
県
に
対
し
、

本
市
の
要
望
額
を
交
渉
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

　
　
　

交
付
額
が
減
額
し
て
い
る

こ
と
は
把
握
し
て
い
る
が
、
県
に

も
し
っ
か
り
要
請
を
行
う
。

　
　
　

県
道
11
号
線
道
路
拡
張
事

業
（
高
安
工
区
）
及
び
県
道
東
風

平
豊
見
城
線
事
業
の
次
年
度
以
降

の
予
定
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

事
業
主
体
の
南
部
土

木
事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

県
道
11
号
線
は
、
沖
縄
県
が
実
施

す
る
豊
見
城
中
央
線
と
な
っ
て
お

り
、
次
年
度
以
降
は
用
地
買
収
及

び
物
件
補
償
の
進
捗
を
踏
ま
え
工

事
を
実
施
し
て
い
く
。
県
道
東
風

平
豊
見
城
線
に
つ
い
て
は
、
豊
見

城
中
央
病
院
付
近
の
交
差
点
改
良

を
予
定
し
て
お
り
、
32
年
度
以
降

も
引
続
き
未
改
良
区
間
の
工
事
を

予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

質
問

街
路
事
業
を
含
む
道
路
行
政
に

つ
い
て

道
路
課
長
　

質
問

道
路
課
長
　

質
問

道
路
課
長
　

質
問

道
路
課
長
　

質
問

市
長

質
問

道
路
課
長
　

質
問

学
校
施
設
課
長

就
学
援
助
認
定
要
件
緩
和
を

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

質
問

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

質
問

学
校
教
育
課
長

質
問

市
民
部
長
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豊崎中学校建設∞大きな一歩！！
ビニールハウス∞再生支援！！ 声論会

新垣　繁人

          

早
期
建
設
へ
向
け
て
具
体

的
な
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

津
波
避
難
機
能

を
有
し
た
中
学
校
建
設
を
検
討
し

た
い
。
建
設
時
期
は
県
と
調
整
を

行
う
。

　
　
　

市
単
独
で
導
入
し
た
場
合

の
費
用
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
崎
地
区
に

在
籍
し
て
い
る
生
徒
が
約
200
名
。

大
型
バ
ス
（
定
員
60
名
）
を
借
り

上
げ
て
４
往
復
し
、
登
校
日
数
が

約
200
日
前
後
と
仮
定
し
て
約
600
万

円
の
費
用
が
か
か
る
。

　
　
　

地
域
の
声
を
聞
き
な
が
ら

行
財
政
改
革
委
員
会
で
検
討
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

地
域
の
方
々
と
も
話
を
し

な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
は
い
つ
か
ら
始
め
る
の
か

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

県
の
要
綱
改

正
や
国
保
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
解
除
、

市
財
政
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
た

い
。

             

市
長
は
「
高
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
は
試
算
す
る
と

年
間
約
１
億
円
、
十
分
実
行
で
き

ま
す
」
と
新
聞
赤
旗
で
言
い
切
っ

て
い
る
が
、
県
の
要
綱
改
正
、
国

の
国
保
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
解
除
な
く

し
て
も
や
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　

財
源
は
第
三
者
委
員
会
、

行
財
政
特
別
委
員
会
な
ど
で
財
源

確
保
に
取
り
組
む
。

　
　
　

優
先
順
位
と
し
て
は
考
え

て
な
い
の
か
。

　
　
　

行
政
は
継
続
し
て
い
る
事

業
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
本
当

に
み
ん
な
優
先
順
位
を
つ
け
た
い

と
い
う
担
当
課
も
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
各
部
局
と
調
整
し
た
い
。

　
　
　

市
長
が
方
針
を
決
め
た
ほ

う
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

で
す
か
。

　
　
　

任
期
中
に
し
っ
か
り
と
公

約
を
実
現
し
た
い
。

　
　
　

　
　
　

県
知
事
に
支
援
を
交
渉
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し

た
い
。

　
　
　

修
繕
な
ど
、
再
生
支
援
を

行
う
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

一
括
交
付
金
な

ど
関
係
機
関
と
調
整
し
た
い
。

質
問

財政状況の厳しい中、山川新市長
ビジョンの実現性が問われている！ 豊政会

當銘　清弘
　
　
　

本
市
の
平
成
29
年
度
決
算

は
歳
入
371
億
２
千
万
円
、
歳
出
372

億
５
千
万
円
、
差
引
額
△
１
億
２

千
万
円
。
翌
年
度
へ
繰
越
額
４
億

４
千
万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は

５
億
７
千
万
円
の
赤
字
。
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
は
７
億
円
余
の

赤
字
で
財
政
は
極
め
て
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
①
今
後
の
財
政
見
通

し
②
財
政
健
全
化
策
と
新
た
な
財

源
確
保
の
方
策
③
国
保
会
計
の
赤

字
解
消
策
④
山
川
新
市
長
ビ
ジ
ョ

ン
実
現
方
策
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

①
中
期
財
政
計

画
で
は
人
口
増
等
に
伴
う
扶
助
費

の
増
、
学
校
建
設
等
の
公
債
費
の

増
、
普
通
建
設
事
業
等
の
対
応
等

に
よ
り
、
平
成
31
年
度
財
源
不
足

13.９
億
円
。
平
成
32
年
度
は
臨
時
職

員
の
任
用
制
度
が
導
入
さ
れ
人
件

費
の
増
で
15
億
円
の
財
源
不
足
が

見
込
ま
れ
大
変
厳
し
い
。
②
第
５

次
市
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
で
各
種
事
業
の
取
捨
選
択
と
市

長
が
公
約
で
掲
げ
た
新
た
な
財
源

確
保
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。
③

平
成
35
年
度
ま
で
の
国
保
会
計
の

累
積
赤
字
解
消
を
見
据
え
市
の
財

産
処
分
等
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
観
点

か
ら
財
源
確
保
を
講
じ
た
い
。

　
　
　

④
子
ど
も
改
革
（
高
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
等
３

件
）
、
豊
崎
中
学
校
の
建
設
、
総

合
公
園
の
再
整
備
、
中
央
公
民
館

と
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
体
型

複
合
施
設
の
検
討
や
、
国
・
県
の

支
援
や
民
間
活
力
の
導
入
と
新
財

源
確
保
の
た
め
の
諸
施
策
を
推
進

し
、
掘
り
起
し
に
も
努
め
た
い
。

　
　
　

保
栄
茂
グ
ス
ク
と
周
辺
地

区
の
整
備
構
想
の
①
取
組
状
況
②

観
光
振
興
策
で
一
括
交
付
金
の
可

能
性
③
施
設
整
備
（
展
望
休
憩
室

(

食
堂
・
喫
茶
店)

、
展
示
場(

文

化
財
等)

の
可
能
性
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

①
取
り
組
み
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
②
期
限
付
で

現
実
的
に
厳
し
い
。
③
文
化
財
等

の
展
示
を
行
う
施
設
整
備
は
可
能
。

収
益
施
設
（
カ
フ
ェ
食
堂
等
）
は

民
間
活
用
で
可
能
性
あ
る
。

　
　
　

保
栄
茂
非
農
用
地
内
の
農

道
整
備
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度

事
業
（
工
事
等
）
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　

昨
年
度
、
非
農

用
地
組
合
か
ら
農
地
と
し
て
土
地

利
用
し
た
い
旨
申
し
出
が
あ
り
、

市
と
し
て
可
能
な
限
り
協
力
す
る

と
の
回
答
し
た
。
今
回
、
非
農
用

区
画
整
理
組
合
が
土
地
利
用
促
進

組
合
に
定
款
変
更
し
、
工
事
賦
課

金
の
徴
収
等
に
つ
い
て
決
議
し
た

こ
と
を
確
認
し
た
。
今
後
整
備
に

向
け
て
組
合
と
調
整
し
た
い
。

　
　
　

１
月
15
日
ま
で
に
賦
課
金

徴
収
が
整
え
ば
次
年
度
可
能
か
。

                              

組
合
側
の
財
源

確
保
整
え
ば
補
正
予
算
対
応
可
能
。

豊
崎
中
学
校
建
設
に
つ
い
て

質
問

学
校
施
設
課
長

豊
崎
中
学
校
建
設
ま
で
の
間
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て

質
問

質
問

市
長

未
来
へ
つ
な
ぐ
子
育
て
支
援

質
問

子
育
て
支
援
課
長

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

県
知
事
、
市
長
公
約
で
あ
る

給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て

質
問

市
長

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
再
生
支
援

質
問

経
済
建
設
部
長

企
画
財
政
課
長

市
長

質
問

公
園
緑
地
課
長

質
問

農
林
水
産
課
長

学
校
教
育
課
参
事

質
問

農
林
水
産
課
長
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山川市長の公約に期待して！
会派所属なし

楚南　留美
　
　
　

公
約
の
重
み
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
お
考
え
か
伺
う
。

　
　
　

公
約
は
い
う
ま
で
も
な
く

選
挙
戦
に
お
い
て
市
民
と
交
わ
し

た
約
束
で
あ
り
、
大
変
重
い
も
の

だ
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
市
民
の
期
待
に
沿
う
べ
く
、

職
員
と
一
丸
と
な
り
全
力
で
公
約

の
実
現
に
向
け
、
新
改
革
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
真
剣
に
、
誠
実
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

本
市
が
14
年
連
続
11
市
で

最
も
高
い
国
保
税
と
表
現
し
て
い

ま
す
が
、
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

本
市
の
国
保
加
入
者

の
課
税
所
得
が
全
国
的
に
高
い
こ

と
が
一
つ
の
要
因
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
一
概
に
本
市
の
保
険
税
率
が

高
い
と
い
う
認
識
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　
　

負
担
軽
減
に
向
け
た
具
体

的
な
年
次
目
標
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

現
時
点
で
具
体
的
な

年
次
目
標
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平

成
36
年
度
の
県
内
保
険
税
統
一
の

動
向
に
注
意
し
つ
つ
、
慎
重
に
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

平
成
36
年
ま
で
負
担
軽
減

が
厳
し
い
と
理
解
し
ま
す
が
、
山

川
市
長
の
任
期
は
平
成
34
年
ま
で

で
す
。
市
長
の
任
期
内
の
具
体
的

な
負
担
軽
減
の
年
次
目
標
を
示
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
　
　
　

県
と
他
市
町
村
及
び

国
保
連
合
会
と
連
携
し
て
、
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
長
の
言
葉
で
負
担
軽
減

の
方
策
等
が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
　
　

第
３
者
行
財
政
改
革
検
討

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
効

果
が
発
揮
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

無
料
化
の
実
現
に
向
け
た

具
体
的
な
年
次
目
標
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
財
源
等

を
確
保
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
現
時
点
で
は
具
体
的
に
示

す
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
　

給
食
費
を
無
料
化
す
る
の

に
３
億
円
以
上
の
予
算
が
か
か
り

ま
す
。
必
ず
無
料
化
を
実
現
す
る

と
い
う
決
意
を
伺
う
。

          

こ
の
任
期
中
に
、
公
約
は

お
約
束
を
し
て
い
き
な
が
ら
、
前

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

質
問

全国ジョン万弁論大会への本市への
本市中学生派遣の取り組み状況は 豊政会

赤嶺　勝正
　
　
　

沖
縄
ジ
ョ
ン
万
次
郎
会
よ

り
要
望
が
あ
っ
た
。
全
国
ジ
ョ
ン

万
弁
論
大
会
へ
の
本
市
中
学
生
派

遣
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

高
知
県
で
開
催

の
ジ
ョ
ン
万
次
郎
英
語
弁
論
大
会

へ
の
中
学
生
派
遣
に
つ
い
て
は
、

足
か
け
２
年
、
昨
年
度
よ
り
検
討

を
進
め
、
本
市
英
語
ス
ト
ー
リ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
者
、
こ
れ
は
中

学
生
を
対
象
に
市
独
自
に
開
催
し

て
い
る
大
会
で
す
が
、
そ
の
入
賞

者
の
中
か
ら
代
表
を
選
考
し
派
遣

す
る
こ
と
を
想
定
し
ま
し
て
、
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
生
徒
派
遣
費
用
の
確
保
方

策
に
課
題
が
あ
り
、
引
き
続
き
財

源
確
保
に
努
め
、
派
遣
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　

財
源
が
確
保
で
き
れ
ば
学

校
も
教
育
委
員
会
も
含
め
て
、
皆

さ
ん
で
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
た

い
と
い
う
考
え
方
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

財
源
が
確
保
で

き
る
な
ら
ば
、
教
育
委
員
会
と
し

て
は
積
極
的
に
去
年
度
来
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
優
秀
な
子
ど
も
た

ち
が
更
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る

た
め
に
、
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
、
ぜ
ひ
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

一
番
問
題
な
の
は
財
源

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
で
は
、
今

い
ろ
ん
な
寄
付
金
が
あ
り
ま
す
が
、

寄
付
者
か
ら
こ
れ
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
れ
ば
、
そ
の

対
応
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
よ

ろ
し
い
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

一
般
論
と
し
て
、

寄
付
者
の
意
向
に
沿
う
よ
う
な
形

で
使
わ
れ
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
も
し
そ
れ
が

財
源
に
な
る
な
ら
ば
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
そ
の
事
業
を
執
行
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

市
道
257
号
線
（
翁
長
）
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
末
現
在

の
事
業
費
ベ
ー
ス
で
62.２
％
の
進
捗

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

内
陸
部
の
用
地
１
筆
、
補
償
１
件

で
契
約
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市
道

257
号
線
と
市
道
203
号
線
の
交
差
点

で
用
地
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　

市
道
22
号
線
（
翁
長
）
の

今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
市
長

に
伺
う
。

　
　
　

経
済
建
設
部
長
か
ら
も
あ

り
ま
し
た
と
お
り
、
予
算
が
つ
い

て
い
な
い
状
況
で
す
の
で
、
満
額

に
近
づ
き
次
第
、
こ
う
い
っ
た
優

先
順
位
等
も
協
議
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問

学
校
教
育
課
長

質
問

学
校
教
育
課
長

質
問

学
校
教
育
課
長

道
路
行
政
に
つ
い
て

質
問

道
路
課
長
　

質
問

市
長

市
長

国
保
税
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

質
問

市
民
部
長
　

質
問

市
民
部
長
　

質
問

市
民
部
長
　

質
問

市
長

学
校
給
食
費
の
段
階
的
無
料
化

に
つ
い
て

質
問

学
校
教
育
課
長

質
問

市
長
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市道33号線（饒波）の早急な整備を！

根差部地内の地域環境整備が急務で
ある！ 豊政会

赤嶺　一富
　
　
　

字
根
差
部
585
番
地
４
付
近

（
と
よ
み
幼
稚
園
上
側
）
の
急
傾

斜
地
が
非
常
に
危
険
な
状
況
。
以

前
質
問
し
た
が
、
再
度
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
４
月

26
日
付
で
本
市
か
ら
沖
縄
県
南
部

土
木
事
務
所
へ
対
策
の
要
請
を
行

っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
が
対
策
工

事
を
す
る
に
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
の
指
定
を
す
る
必
要
が

あ
る
。
当
該
地
は
、
地
権
者
が
建

築
を
計
画
し
、
沖
縄
県
南
部
土
木

事
務
所
は
建
築
範
囲
外
を
急
傾
斜

地
対
策
工
事
範
囲
と
す
る
予
定
と

聞
い
て
い
ま
す
。
現
在
建
築
の
計

画
中
で
、
計
画
が
固
ま
り
次
第
、

速
や
か
に
事
業
化
で
き
る
よ
う
今

後
も
要
請
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

現
在
の
建
築
計
画
が
進
め

ば
い
い
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
も

し
建
築
計
画
が
固
ま
ら
な
か
っ
た

場
合
は
、
市
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

当
該
箇
所
は
危

険
箇
所
な
の
で
、
建
築
計
画
が
中

止
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
土
地
も

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定

を
行
い
、
対
策
工
事
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
工

事
は
指
定
区
域
に
同
意
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
県
の
事
業
で
整
備
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

饒
波
土
地
改
良
区
急
傾
斜

地
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

                              

当
該
地
が
斜
面

地
な
の
で
、
豪
雨
後
の
巡
視
を
速

や
か
に
行
い
、
土
砂
流
出
を
確
認

し
た
場
合
は
沖
縄
県
と
も
相
談
を

し
な
が
ら
、
土
地
利
用
に
対
し
要

請
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

          

市
道
33
号
線
の
早
急
な
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

市
道
33
号
線
に

つ
い
て
、
現
場
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
に
亀
裂
や
で
こ
ぼ
こ
が
あ
り
、

状
態
が
悪
い
状
況
で
し
た
。
計
画

的
に
部
分
的
な
修
繕
を
行
い
、
安

心
安
全
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
ま
す
。

質
問

地
域
環
境
整
備
に
つ
い
て

経
済
建
設
部
長

質
問

経
済
建
設
部
長

質
問

経
済
建
設
部
長

市
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

質
問

経
済
建
設
部
長

豊見城市議会
インターネット中継開始！
　豊見城市議会では、平成 31 年２月臨時会（20 期議
員初議会）からインターネット中継（生中継、録画中継）
を始めました。
　議会中継や議会日程については、豊見城市議会のホー
ムページから閲覧、確認できます。

【議会（会期）日程の確認】
①をクリック
【議会中継を閲覧】
②をクリック

豊見城市議会 検索×

QRコードはこちら⇒

1

2
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議長　大城　吉徳

副議長　外間　剛

就 任 の ご 挨 拶
　市民の皆様には、日頃から市政の発展と議会運営に対しご理解とご協力を賜り、厚くお礼
を申し上げます。
　平成31年２月10日に行われました豊見城市議会議員選挙後の初めての臨時議会におきま
して、この度、第21代議長・副議長にご推挙いただきました。この上なく光栄に存じます。責任
の重さを一層痛感いたしており、市民の付託にこたえられるよう、市民福祉の向上を全力で
取り組んでまいります。
　就任に際し、私どもが目指す議会運営は、議会基本条例に掲げられた事項を早期に実現で
きるよう取り組んでまいる所存でございます。
　具体的には、市民の皆様と意見交換を行うための「議会報告会」の開催や、市民の皆様が議
会及び市政に関心を持たれるよう「広報広聴活動の充実」を図ってまいります。また、市政に
関する重要な政策及び課題に対して議会からの「政策立案」、「政策提案」及び「政策提言」を推
進するための「政策討議の場」を設けてまいります。その他議会改革に関しましては、今後と
も、市民並びに議員の皆様方からの積極的なご提案とご意見が頂ける環境づくりに努めてま
いります。
　そして、議長・副議長の最も重要な職責である、議会を混乱させることなく、会議の議事を
円滑に運営することを最大限努力する決意をもって議会運営に臨んでまいります。
　市民の皆様を始め、関係各位のご理解とご協力をお願い申し上げますとともに、市民の皆
様方のご多幸を心から祈念し、就任のご挨拶といたします。

会 派 の 紹 介  会派長

　
保 和 会 　  徳元 次人　 赤嶺 吉信　 新垣 亜矢子　 比嘉 彰

　 　宜保 安孝　 外間 剛　 　大田 正樹　 　川満 玄治

　
日本共産党 　  儀間 盛昭　 瀬長 宏　    真栄里 保

　　 瀬長 恒雄　 新垣 龍治

　
真 新 会 　  要 正悟　 　波平 邦孝　 伊敷 光寿 

　
公 明 党 　  仲田 政美　 大城 吉徳

　
会派所属なし 　　 新垣 繁人　 大田 善裕　 楚南 留美　 宜保 龍平

政策を中心とした同一の理念を有する議員で構成されています。
会派を結成することで、政策や理念を共有し議会活動を円滑に行うことができます。

　 会派とは
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印刷物が生み出す「効果」を第一に考えます。

①スマホまたはタブレットで上記QRコードより
　無料アプリ“COCOAR2”をダウンロード。
②COCOAR2を起動し、この広告面をスキャン
　すると動画を見ることができます。

広   告

広   告

第19期議員任期満了
第19期議員が平成31年２月22日で任期満了を迎えました。

国旗の寄贈について
　平成30年12月25日に、元豊見城市
議会議長の大城英和氏、元豊見城市議
会議員の玉城文子氏から、国旗の寄贈
がありました。
　寄贈された国旗については、議場
に掲揚されております。

市議会の日程等詳しい情報は、豊見城市議会のホームページをご覧ください。　 検  索豊見城市議会

　今号で19期議員の任期は終わりました。最後の一般質問を掲載することにな
ります。４年間の一般質問16回、議会だよりも16号を追加したことになります。
　議員は定数24名が最後は20名になりました。県議に１名、市長に１名、市長立
候補で1名の3名が上を目指して議員を辞職しました。今後の活躍が期待されま
す。残念なのは病気で１名が辞職したことです。
　豊見城市議会のすばらしいところは、議長を除く全議員が一般質問を行うこと
です。内容は問いませんが他市町村と比較して、議員の心意気が違います。この状
況に20年間身をおいてきた事にとても感謝します。
　しかし、心意気だけでは不十分なのが、質問した内容を600字にまとめて議会
だよりに掲載する作業です。毎回の編集作業で、指示どおりの原稿が出てこない。
本人に差戻したり、編集委員で訂正したりと悩ませるのが多いことです。
　私事ですが、今期限りで議員を引退し、後任にバトンタッチすることが出来まし
た。これまで6期20年間、一般質問はすべて行うことが出来たことに誇りと思いた
いです。
　次期の編集委員会は新しいメンバーでさらにすばらしい議会だよりが出来るこ
とを期待します。

佐事　安夫
議会だより調査特別委員会
【委員長】新垣亜矢子　　【副委員長】佐事安夫
【委   員】比嘉彰　仲田政美　新垣繁人

編 集 後 記
議会傍聴のご案内

　本会議は誰でも傍聴することができま
す。会議当日、傍聴人受付簿に氏名、市
内及び市外の区分を記入するだけの簡単
な手続きです。
　市議会の活動を知るよい機会となりま
すので、ぜひお越しください。

11月定例会の傍聴人数は３人
12月定例会の傍聴人数は56人
1月定例会の傍聴人数は６人でした。

トミッキー
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印刷物が生み出す「効果」を第一に考えます。

①スマホまたはタブレットで上記QRコードより
　無料アプリ“COCOAR2”をダウンロード。
②COCOAR2を起動し、この広告面をスキャン
　すると動画を見ることができます。

広   告

広   告

市議会の日程等詳しい情報は、豊見城市議会のホームページをご覧ください。　 検  索豊見城市議会

　今号で19期議員の任期は終わりました。最後の一般質問を掲載することにな
ります。４年間の一般質問16回、議会だよりも16号を追加したことになります。
　議員は定数24名が最後は20名になりました。県議に１名、市長に１名、市長立
候補で1名の3名が上を目指して議員を辞職しました。今後の活躍が期待されま
す。残念なのは病気で１名が辞職したことです。
　豊見城市議会のすばらしいところは、議長を除く全議員が一般質問を行うこと
です。内容は問いませんが他市町村と比較して、議員の心意気が違います。この状
況に20年間身をおいてきた事にとても感謝します。
　しかし、心意気だけでは不十分なのが、質問した内容を600字にまとめて議会
だよりに掲載する作業です。毎回の編集作業で、指示どおりの原稿が出てこない。
本人に差戻したり、編集委員で訂正したりと悩ませるのが多いことです。
　私事ですが、今期限りで議員を引退し、後任にバトンタッチすることが出来まし
た。これまで6期20年間、一般質問はすべて行うことが出来たことに誇りと思いた
いです。
　次期の編集委員会は新しいメンバーでさらにすばらしい議会だよりが出来るこ
とを期待します。

佐事　安夫
議会だより調査特別委員会
【委員長】新垣亜矢子　　【副委員長】佐事安夫
【委   員】比嘉彰　仲田政美　新垣繁人

編 集 後 記
議会傍聴のご案内

　本会議は誰でも傍聴することができま
す。会議当日、傍聴人受付簿に氏名、市
内及び市外の区分を記入するだけの簡単
な手続きです。
　市議会の活動を知るよい機会となりま
すので、ぜひお越しください。

11月定例会の傍聴人数は３人
12月定例会の傍聴人数は56人
1月定例会の傍聴人数は６人でした。

トミッキー
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